
日本社会福祉学会	中国・四国地域ブロック	
第52回	岡山大会	

大会テーマ	

　社会福祉から、人の「はたらく」を問い直す 

日時：2021年7月10日（土）9：30～16：00	
						　　　　　　　　　　					（受付8：50～）	

会場：オンライン開催（zoom）	

　　　　　　　  主催：日本社会福祉学会	中国・四国地域ブロック	
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日本社会福祉学会中国・四国地域ブロック　第52回　岡山大会　開催要綱	

１．テーマ：社会福祉から、人の「はたらく」を問い直す 
　　　　　　　　　　　　　　　　 
２．開催趣旨 
　近年、わが国の政策的方針もあり、社会福祉の多くの分野・領域においては、就労支援が一つ
の大きな柱となっています。そのような中で、就労支援事業所における大量解雇問題などが記憶に
新しい障害者の就労問題をはじめ、生活困窮者やひとり親支援における就労支援のあり方、さら
には高齢者の年金問題とも関連した就労の問題や、がんなどの疾病に伴う就労継続の問題、そし
て2020年から続く新型コロナ下での就労問題など、社会福祉のあらゆる場面で、人の「はたらく」
ことが今まさに問われています。 
　人はどのような状態にあっても働く権利があり、そのことは基本的人権の一つとして位置付け
られています。しかしながら、これまで社会福祉が人の「はたらく」ことを焦点とし、その意義
や必要性について、権利保障の視点から正面から向き合ってきたかと問えば、その取り組みは不
十分だったと言わざるを得ないでしょう。社会福祉は、社会の有り様や向き合う人の多様性から
考えて、人の「はたらく」ことを多様な観点から考えていくことが必要です。人の「はたらく」こ
とを社会福祉の視点からどのように考え、そして、具体的な方策を定め、取り組んでいくべきなの
かを考えていくために本大会を開催します。 

３．主催：日本社会福祉学会　中国・四国地域ブロック 

４．後援：岡山県、倉敷市、岡山県社会福祉協議会、倉敷市社会福祉協議会、岡山県社会福祉士
会、岡山県精神保健福祉士協会、岡山県医療ソーシャルワーカー協会、川崎医療福祉大学（すべ
て予定） 

５．日時：2021年7月10日（土）9:30～16:00 

６．会場：オンライン（zoom） 

７．スケジュール 
       8:50~9:30　受け付け（zoom待機室への入室） 
　　 9:30~9:40　開会式（オンライン） 
　　　　　　　　 挨拶： 中国・四国地域ブロック 第 5２回 岡山大会長 竹中　麻由美 
　　　　　　　　 　　　 中国・四国地域ブロック 担当理事　山本　浩史　　　 
　　 10:00~11:40　自由研究発表・福祉人材確保特別分科会 
　　　　　　　　　　　　（オンラインにて4分科会） 
　　 11:40~12:30　休憩 
　　　　　　　　　  中国・四国地域ブロック総会(会員のみ)（オンライン） 
　　 12:30~13:30　基調講演（オンライン） 
　　　　　「社会福祉から、人の『はたらく』を問い直す」 
　　　　　　　　 講師：川本　健太郎 氏（株式会社MILKBOTTLE SHAKERS・神戸学院大学准教授） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2021年4月1日現在） 
 　　 13:30~13:45　休憩 
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　　  13:45~15:45   シンポジウム（オンライン） 
　　　「社会福祉から、人の『はたらく』を問い直すー中四国地方での実践事例からー」 
　　　　シンポジスト（案） 
　　　　　　多田　伸志 氏（NPO法人岡山マインド「こころ」代表） 
　　　　　　新名　雅樹 氏（NPO法人ホームレス支援きずな理事） 
　　　　　　石橋　京子 氏（岡山大学病院　医療ソーシャルワーカー） 
　　　　　　　他１名、障害当事者も登壇予定 
　　　　コメンテーター 
　　　　　　川本　健太郎 氏（株式会社MILKBOTTLE SHAKERS・神戸学院大学准教授） 
　　　　コーディネーター 
　　　　　　長崎　和則 氏（川崎医療福祉大学医療福祉学科教授） 
　　 15:45~16:00　 閉会式（オンライン） 
　　　　　　挨拶：中国・四国地域ブロック 第 5２ 回 岡山大会実行委員長  直島　克樹 
　　　　　　　　　中国・四国地域ブロック 第 5３ 回 担当校 ノートルダム清心女子大学 

８．参加申し込み 
　　　2021年 6 月21 日（月）までに、別添の「大会参加及び発表申込書」に必要事項をご記 
　　　入の上、E-mail（jsssw-cs-2021@mw.kawasaki-m.ac.jp）にてお申込みください。 7月 
　　　初旬を目処に、zoomのID、パスワードをメールにて送らせて頂きます。 

９．参加費 
　オンライン開催のため、無料　 
　　　　 
１0．「自由研究発表」の募集 
　　　　「自由研究発表」の登録及び発表要旨の提出は2021年5月31日( 月 )までです。 詳しく 
　　　　は4ページ以降をご参照ください。 

１1．「福祉人材確保特別分科会」での報告者募集 
　　　　近年、中四国地方都市や農村部では、福祉的ニーズの高まりとは反比例し、福祉人材確 
　　　　保が大きな課題となっております。そこで、本ブロック大会では、「福祉人材確保特別分 
　　　　科会」を開催します。報告を希望する方は、4ページ以降の「自由研究発表・特別分科会 
　　　　報告」の応募要領に従い、2021年5月31日（月）までに、報告登録及び要旨を、大会専 
　　　　用E-mailに提出してください。 

各種申し込み先・問い合わせ先及び締め切り 

◎自由研究発表・特別分科会報告登録・要旨締め切り　　2021年5月31日（月） 
◎大会参加申し込み締め切り　　　　　　　　　　　　　2021年6月21日（月） 

申し込み先：jsssw-cs-2021@mw.kawasaki-m.ac.jp（大会専用アドレス） 

問い合わせ先：TEL：086-464-1022 川崎医療福祉大学医療福祉学科共同研究室（担当：直島） 
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<自由研究発表・特別分科会報告 応募要領>  
以下の要領で「自由研究発表・特別分科会報告（以下、自由研究発表等）」の発表者を募集しま
す。  

1.発表資格:  
日本社会福祉学会会員及び申請中の者であることが条件です。筆頭発表者(ファース ト・オーサー)
は、中国・四国地域ブロックの会員のみです。なお、共同発表者については、他ブロックに所属す
る者でも可能です。 

2.発表件数:  
筆頭発表者(ファースト・オーサー)は1演題に限ります。したがって、演題の申し込みは必ず筆頭
発表者が行ってください。 演題の申込者と筆頭発表者が異なる場合は受理できません。なお、筆
頭発表者は 発表とは別に、他の研究発表等で共同研究者として名前を連ねることは可能です。  
同一テーマによる発表は「その(1)」「その(2)」までとします。但し、ルールは1テーマ1発表な
ので、「その(1)」「その(2)」が認められるのは、内容が別の研究と認められる場合になります。  

3.演題採択:  
演題の採択については、査読を経て決定し、お知らせします。また、査読の結果、原稿の修正等
を求めることがあります。修正を求められた場合には、修正コメントに基づいて指定した期日ま
でに再提出をしてください。再提出がされない場合には、発表を受け付けられません。採否につ
いては、自由研究発表申し込みに使用した E-mailもしくは住所に通知します。  

4.発表の会場等の決定:  
大会実行委員会が、発表会場等を決定いたします。詳細は、演題採択の情報と共に発表者にE-mail
もしくは住所に通知します。  

5.申込方法:  
「自由研究発表等」を希望される方は、参加申込書にその旨を記載の上、締切期日までに要旨の
フォーマット（別紙）に従った原稿データ(word 形式に限る)を添えて、E-mail で大会事務局まで
お送りください。E-mail アドレスは、jsssw-cs-2021@mw.kawasaki-m.ac.jpです。  
  
6.発表時間:  
1 発表につき 25 分(発表 15 分、質疑 10 分)  

7.発表方法: 
今大会での発表は、オンライン発表（zoom）となります。パワーポイントなどの発表資料につい
ては、画面共有機能を使っての報告となります。 

8.配布資料及びパワーポイントの映像について:  
今回はオンライン発表のため、当日に資料を配布することは出来ません。配布資料及びパワーポ
イントの映像の作成については、日本社会福祉学会の「研究倫理指針」を十分確認してくださ
い。  
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9.発表が成立する条件について:  
「自由研究発表等」は、原則、本人が発表した上で、分科会の開始から終了まで筆頭発表者が参
加することで「発表成立」とします。途中退席した場合には「発表不成立」となるのでご注意く
ださい。  

10.発表要旨集掲載原稿の様式と研究倫理について  
発表要旨集掲載原稿については、以下の要領で作成してください。なお、原稿統一のため、レイ
アウトを一部事務局で訂正を加える場合があります。  

■原稿の様式(フォーマット例は 別紙参照) 
①枚数：1 発表につき A4 縦 2 枚(横書き)  
②余白：上下左右 25 mm 
③文字数：1ページ 40字×40字 
④フォント：主題:12ポイント MSゴシック・中央揃  
　　　　　　副題:10.5ポイント MSゴシック・中央揃  
　　　　　　所属:9ポイント MS明朝、氏名:10ポイントMS明朝  
　　　　　　会員番号:9 ポイント MS 明朝  
　　　　　　キーワード:9 ポイント MS 明朝(3 つ)  
　　　　　　見出しおよび本文:10.5ポイント MS明朝(だ・である調で記入)  
⑤記述内容：1．研究目的  
　　　　　　2．研究の視点及び方法  
　　　　　　3．倫理的配慮  
　　　　　　4．研究結果  
　　　　　　5．考察  

※原稿の様式が指定と違う場合、研究倫理の点から発表にそぐわないと実行委員会が判断した場
合は受理しません。要旨作成の際には、日本社会福祉学会「研究倫理指針」を十分確認してくだ
さい。  
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１．研	究	目	的	

２．研究の視点及び方法	

３．倫	理	的	配	慮	

４．研	究	結	果	

５．考	察	
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（＊1行空白） 

主題:	12pt	ゴシック・中央揃 

－副題:	10.5pt	ゴシック・中央揃－ 

　○　9pt明朝大学　　氏名　10.5pt明朝（会員番号9pt） 

中国　太郎（□□大学・会員番号）、四国　花子（△△大学・会員番号） 
キーワード3つ：9pt	明朝・中央揃 


